
文：槌田波留基　写真：中原一隆

全国第3位の水揚量を誇っていた宮城県石巻市だが、
東日本大震災により水産業の中核を担う旧石巻魚市場
は崩壊。新時代に相応しい産地卸売市場のモデルとし
て水産庁のリーダーシップのもと建設が進められ、
2015年9月に国内最大級の魚市場「石巻魚市場」の供
用が開始された。国際水産都市を目標に掲げ、宮城県
の経済復興を支える基盤となっている。

東日本大震災の発災から6年が経とうとしている。
国は震災直後に策定した復興の基本方針で、復興期間を2020年度までの10年間と定め、
2015年度までの5年間を「集中復興期間」と位置付け、総力をあげて復旧、復興に取り組んできた。
そして現在、集中復興期間の経緯を総括した上で残りの5年間となる「復興･創生期間」に歩みを進めている。
東北の復興は「創生」というキーワードを冠することで新たな局面に入った。
国は単なる復旧ではなく、新たなステージにおいて地方創生のモデルとなる復興を目指している。
その過程で新たに顕在化した課題も少なくない。復興の総仕上げとなる取組みを取材した。

特集

東北の復興･ 創生
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北
を
創
造
す
る
か
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
五
年
間
を
総

仕
上
げ
の
期
間
と
位
置
付
け
た
根
拠
は

そ
こ
に
あ
り
ま
す
」。

　

東
北
の
復
興
事
業
は
、
被
災
者
支
援
、

住
ま
い
と
ま
ち
の
復
興
、
産
業･

生
業

の
再
生
、
そ
し
て
福
島
の
復
興･

再
生

と
い
う
四
本
の
柱
を
重
点
事
項
に
掲
げ

て
い
る
。

　

被
災
者
支
援
は
長
期
の
避
難
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
市
民
の
健
康
の
維
持
、

増
進
や
日
常
生
活
を
支
援
す
る
施
策
だ
。

前
述
し
た
通
り
住
宅
の
再
建
も
進
み
避

難
者
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
今
後
は

　

昨
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「『
復
興
・
創
生
期
間
』
に
お
け
る
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」

に
お
い
て
国
は
次
の
よ
う
に
宣
言
し
て

い
る
。「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

な
く
し
て
日
本
の
再
生
は
な
い
。『
復

興
・
創
生
期
間
』
に
お
い
て
は
、
新
た

な
課
題
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
や

か
に
対
応
し
つ
つ
、
一
〇
年
間
の
復
興

期
間
の
『
総
仕
上
げ
』
に
向
け
て
、
被

災
地
の
自
立
に
つ
な
が
り
、
地
方
創
生

の
モ
デ
ル
と
な
る
復
興
の
実
現
を
目
指

す
」。
復
興
の
後
半
戦
の
あ
る
べ
き
道

 「
総
仕
上
げ
」に
向
か
う

東
北
の
復
興

復興庁
参事官

恩田 馨
Kaoru Onda

措
置
に
よ
り
復
興
庁
は
東
北
復
興
を
主

導
。
縦
割
り
に
な
り
が
ち
な
従
来
の
行

政
と
一
線
を
画
し
、
一
元
的
に
対
応
で

き
る
体
制
だ
と
恩
田
参
事
官
は
話
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
四
七
万
人
に
達
し
た

避
難
者
は
約
一
三
万
人
に
ま
で
減
少
。

住
宅
の
再
建
は
二
〇
一
六
年
度
末
ま
で

に
災
害
公
営
住
宅
は
八
三
％
、
高
台
移

転
が
六
九
％
ま
で
進
展
し
、
と
も
に
来

年
度
末
に
は
九
割
以
上
が
完
成
す
る
予

定
だ
。

　

恒
久
的
な
住
宅
の
再
建
と
い
っ
た
復

興
の
大
前
提
に
な
る
事
業
は
、
来
年
度

に
か
け
て
ピ
ー
ク
に
な
る
。
被
災
者
が

暮
ら
す
仮
設
住
宅
も
解
消
で
き
る
目
処

が
立
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
績
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
復
興
事
業
は
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
踏
み
出
し
て
い
る
と
、
恩
田

参
事
官
は
こ
う
語
る
。「
単
な
る
復
旧

で
は
東
北
が
全
国
の
な
か
で
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
う
懸
念
は
払
拭
で
き
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
東
北
の
沿
岸
部
で
は
人
口
減

少
、
産
業
の
空
洞
化
と
い
っ
た
問
題
が

あ
る
。
課
題
先
進
地
と
い
っ
て
も
い
い

エ
リ
ア
で
す
。
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
と

な
る
に
は
、
い
か
に
し
て
眠
っ
て
い
る

地
域
資
源
を
活
か
し
産
業
を
興
す
か
。

人
が
訪
れ
、
根
付
く
魅
力
に
満
ち
た
東

地
方
創
生
に

つ
な
が
る
復
興
の

実
現
を
目
指
す

 「
心
の
復
興
」を
見
据
え
た

住
宅
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

東日本大震災からの復興に向けた道のりと見通し

復興庁、「東日本大震災からの復興に向けた道のりと見通し」（2016年12月）を基に作成

（2019）ラグビーワールドカップ　（2020）東京オリンピック・パラリンピック　（2021.3）復興・創生期間の終了（復興庁の設置期限）

集中復興期間 復興・創生期間

産業・
生業の
再生

住まいと
まちの
復興

被災者
支援

 「新しい
東北」の
創造

福島の
復興・
再生

現状 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3
（集中復興期間終了時点）

2016.3

先導的な取組の構築
（13 〜 15年度で計216事業を支援）

マッチング等の場づくり

・構築したモデルの普及・展開へ重点化等
・企業・大学・NPOなど民間の人材やノウハウの最大限の活用

【完成戸数】
高台移転　　：43％
災害公営住宅：58％

インフラ復旧は概ね終了。
道路・鉄道は一部を除き概ね復旧

（16年度末見込み）※

高台移転　　：69％
災害公営住宅：83％

（18年度末見込み）※

住まいの確保に関する
事業が概ね完了

【完成戸数】
高台移転　　：57％
災害公営住宅：74％

（11月末時点）

※2016年9月末時点

（18年度）
相馬福島道路※ 一部開通予定
釜石花巻道路 全線開通予定
※霊山〜相馬間

（19年度）
三陸沿岸道路※ 一部開通予定
JR常磐線 全線開通予定
※仙台〜釜石間の約90％

・引き続き加速化措置を推進
・きめ細やかに市町村を支援

【避難者数】
17.1万人（発災直後）47万人 （12月9日時点）

13.1万人 被災者の心身ケア、
コミュニティ形成、「心の復興」等

【農業】
営農再開可能面積：74％

【水産加工業】
施設の再開：87％

（全国では233％）  ※2010年比

【観光】
外国人宿泊者数：104％

（東北6県）

施設の再開：88％
（6月末時点）

営農再開可能面積：83％
（9月末時点）

※2015年度までは、津波被災農地のうち営農再開が可能となった面積の割合。
　2016年度からは、津波被災農地から農地転用された農地等を除いて算定したものに変更。

・販路開拓・新商品開発支援
・ 観光復興の推進（20年までに東北6県の外国人宿泊者数3倍を目指す（15年比））

・商店街の本格復旧支援等

帰還困難区域の復興事業については、
17年度のできるだけ早期に着手帰還困難区域以外の区域

について、避難指示を解除

【県全体の避難者】
9.7万人

（ピーク時）16.4万人

田村市、川内村       、
楢葉町で避難指示解除等

（一部） 葛尾村       、川内村、
南相馬市       で
避難指示解除

（一部）
（一部）

復興公営住宅（4,890戸）の整備完了予定
（18.3までに）

関係省庁と連携し、除染、インフラ・
生活関連サービス復旧等（12月26日時点）

8.3万人

（遅くとも17.3までに）

東北の復興･創生特集

筋
は
ま
さ
に
こ
の
一
文
に
集
約
さ
れ
る
。

　

改
め
て
そ
の
仔
細
に
つ
い
て
復
興
庁

の
恩
田
馨
参
事
官
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
復
興
庁
と
い
う
組
織
は
そ
も
そ
も

一
〇
年
間
の
時
限
省
庁
と
し
て
発
足
し

て
い
ま
す
。
集
中
復
興
期
間
中
は
被
災

地
が
安
心
し
て
事
業
を
実
施
で
き
る
よ

う
あ
ら
か
じ
め
予
算
を
確
保
し
、
全
力

で
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
結

果
、
津
波
と
地
震
の
被
災
地
に
つ
い
て

は
事
業
完
了
の
見
通
し
が
立
っ
て
き
ま

し
た
。
現
在
、『
地
方
創
生
』
を
主
眼
と

し
た
施
策
を
始
め
て
い
ま
す
」。

　

被
災
自
治
体
の
負
担
を
実
質
ゼ
ロ
と

し
、
各
種
規
制
の
緩
和
、
特
例
を
設
け

る
な
ど
、
異
例
中
の
異
例
と
も
い
え
る

集
中
復
興
か
ら

復
興・創
生
へ

東
北
創
生
が
加
速
す
る

大きな津波被害を受けた宮城県女川町では、集中復興期間に駅舎
や駅前商店街の整備が行われた。昨年12月には鮮魚や水産加工
品を中心とした物販飲食施設「地元市場ハマテラス」がオープン
するなど、復興・創生期間における産業振興が進められている。
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須賀川市

3ha復興市街地整備事業

いわき市

93ha復興市街地整備事業

新地町

30戸災害公営住宅整備事業

桑折町

47戸災害公営住宅整備事業

山田町

88ha復興市街地整備事業

208戸災害公営住宅整備事業

大槌町

40ha復興市街地整備事業

243戸災害公営住宅整備事業

釜石市

85ha復興市街地整備事業

152戸災害公営住宅整備事業

大船渡市

36ha復興市街地整備事業

227戸災害公営住宅整備事業

陸前高田市

298ha復興市街地整備事業

269戸災害公営住宅整備事業
宮古市

69ha復興市街地整備事業

野田村

13ha
土地区画整理事業
コーディネート業務完了

福 島 県

鏡石町
復興まちづくり事業計画
策定業務完了

753戸災害公営住宅整備事業

宮 城 県

名取市

100戸災害公営住宅整備事業

岩 手 県

多賀城市

532戸災害公営住宅整備事業

塩竈市

355戸災害公営住宅整備事業

女川町

274ha復興市街地整備事業

561戸災害公営住宅整備事業

大熊町
大川原復興拠点の
基本計画検討業務実施中

東松島市

121ha復興市街地整備事業

477戸災害公営住宅整備事業

石巻市

24ha復興市街地整備事業

436戸災害公営住宅整備事業

気仙沼市

75ha復興市街地整備事業

1033戸災害公営住宅整備事業

南三陸町

111ha復興市街地整備事業

432戸災害公営住宅整備事業

て
採
用
さ
れ
た
事
例
な
ど
を
挙
げ
な
が

ら
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
不
得
意

と
す
る
分
野
を
複
数
の
企
業
で
補
い
合

い
、
一
社
だ
け
で
は
困
難
な
新
商
品
の

開
発
に
成
功
し
た
ケ
ー
ス
も
数
多
く
あ

る
。
こ
う
し
た
事
例
は
全
国
の
地
方
都

市
が
抱
え
る
産
業
空
洞
化
と
い
う
問
題

の
ひ
と
つ
の
解
答
に
な
る
で
し
ょ
う
。

芽
生
え
始
め
た
東
北
の
息
吹
を
い
か
に

後
押
し
し
、
広
げ
て
い
く
の
か
が
今
後

の
課
題
に
な
り
ま
す
」。

　

福
島
の
復
興･

再
生
に
お
い
て
は
一

定
の
地
域
で
避
難
指
示
の
解
除
が
行
わ

れ
、
復
興
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。

現
在
、
今
年
度
末
ま
で
に
帰
還
困
難
区

域
を
除
い
た
地
区
の
避
難
指
示
解
除
に

向
け
て
環
境
整
備
が
進
む
。「
正
直
な

と
こ
ろ
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
は
こ

れ
か
ら
が
本
格
的
な
ス
テ
ー
ジ
。
帰
還

困
難
区
域
に
お
い
て
も
、
各
エ
リ
ア
に

拠
点
を
決
め
て
計
画
を
つ
く
り
、
そ
こ

に
イ
ン
フ
ラ
、
生
活
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
被
災
者
に
帰
還
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
」
と
恩
田
参

事
官
は
話
す
。

　

当
初
、
復
興
の
柱
に
は
も
う
一
本

「
新
し
い
東
北
の
創
造
」
と
い
う
屋
台

骨
が
あ
っ
た
。
結
果
的
に
す
べ
て
の
施

策
は
そ
こ
に
収
束
す
る
。「
復
興
期
間

の
最
終
年
は
奇
し
く
も
東
京
五
輪
の
開

催
年
。
そ
の
前
年
に
は
釜
石
で
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
新
た
な
東
北
の
姿
を
全
世

界
に
発
信
し
た
い
」。
恩
田
参
事
官
は

そ
う
抱
負
を
語
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
五
年
間
、
集
中
復
興
期

間
に
お
い
て
、
地
盤
の
か
さ
上
げ
や
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
、
住
宅
や
産
業
拠
点
施

設
の
建
設
、
そ
し
て
除
染
作
業
に
多
く

の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
、
地
元
の
建
設
会
社

が
力
を
尽
く
し
て
き
た
。
今
後
も
地
元

に
根
ざ
し
た
存
在
で
あ
り
続
け
て
欲
し

い
と
恩
田
参
事
官
は
建
設
業
界
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。「
被
災
地
に
は
多
種

多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え

る
こ
と
が
復
興
庁
の
使
命
で
す
。
昨
年

は
私
も
週
に
一
度
は
被
災
地
に
足
を
運

び
、
地
元
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
建
設
業
界
の
尽
力
も
言
葉

で
言
い
表
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
地
元
と
一
体
と
な
っ
て
復
興

を
加
速
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
」。
復
興
は
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
被
災
地

の
防
災
体
制
と
の
連
携
、
事
前
防
災
の

確
立
と
い
っ
た
面
で
も
リ
ー
ダ
ー
役
を

果
た
し
て
欲
し
い
と
話
す
。

　

最
後
に
こ
れ
ま
で
の
、
そ
し
て
今
後

の
五
年
間
と
い
う
時
間
に
つ
い
て
お
聞

き
し
た
。「
長
い
と
も
短
い
と
も
言
え

ま
す
。
し
か
し
、
被
災
者
に
と
っ
て
は

待
っ
た
な
し
。
一
日
で
も
早
い
復
興
、

東
北
の
創
生
を
目
指
し
日
々
邁
進
す
る
。

そ
れ
だ
け
で
す
」
と
恩
田
参
事
官
は
こ

う
真
摯
に
答
え
て
く
れ
た
。
そ
の
気
概

は
建
設
業
界
に
お
い
て
も
変
わ
る
こ
と

は
な
い
。

　

新
し
い
生
活
圏
で
人
々
の
暮
ら
し
が

始
ま
る
。
こ
れ
を
後
押
し
す
る
の
が
産

業･

生
業
の
再
生
だ
。
生
活
の
糧
と
な

る
経
済
活
動
が
な
け
れ
ば
ま
ち
の
復
興

は
立
ち
行
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
中
小
企

業
の
経
営
再
建
や
企
業
立
地
を
促
す
補

助
金
、
雇
用
面
で
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、

設
備
面
で
の
企
業
活
動
は
全
体
と
し
て

震
災
前
の
水
準
へ
と
回
復
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
方
で
販
路
の
回
復
、
新
規
開
拓
、

あ
る
い
は
風
評
被
害
の
払
拭
と
い
っ
た

課
題
が
い
ま
だ
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
局
面
で
も
、
復
興
庁
職
員

が
そ
の
知
見
を
活
か
し
て
被
災
地
企
業

の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
「
ハ
ン
ズ
オ

ン
支
援
」、
あ
る
い
は
大
手
企
業
が
有

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
、
販
路
を
提
供

し
企
業
を
支
援
す
る
「
結
い
の
場
」
と

い
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
昨
年
の
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

で
も
世
界
に
向
け
て
東
北
産
品
の
安
全

性
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

恩
田
参
事
官
は
、
被
災
地
の
複
数
の

水
産
加
工
会
社
が
自
慢
の
商
品
を
持
ち

寄
っ
た
コ
ラ
ボ
セ
ッ
ト
を
開
発
し
、
東

京
に
あ
る
企
業
の
株
主
優
待
商
品
と
し

新
し
い
東
北
の
姿
を
世
界
に

今
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
に
立
っ
た
後

押
し
が
必
要
に
な
る
と
恩
田
参
事
官
は

話
す
。「
避
難
者
が
ま
ち
に
戻
り
始
め

て
い
ま
す
。し
か
し
、一
度
切
れ
て
し
ま

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
は
非
常
に
難

し
い
。
こ
れ
ま
で
は
仮
設
住
宅
エ
リ
ア

で
の
支
援
が
主
で
し
た
が
、
移
転
し
た

後
で
も
寂
し
い
思
い
を
し
な
い
よ
う
相

談
体
制
な
ど
の
充
実
が
必
要
で
す
。
私

た
ち
は
『
心
の
復
興
』
と
呼
ん
で
い
ま

す
が
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
新
し
い
ま

ち
で
し
っ
か
り
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、生
き

が
い
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」。

　

住
ま
い
と
ま
ち
の
復
興
に
つ
い
て
も

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
、
高
台
移
転
が

進
み
、
が
れ
き
処
理
は
完
了
、
公
共
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
も
順
調
に
進
捗
し
て
い

る
。「
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
は
、
教
育

に
注
力
す
る
た
め
大
槌
町
で
小
中
一
貫

校
が
昨
年
九
月
に
開
校
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
駅
前
に
病
院
や
介
護
施
設
、
商

店
街
を
集
約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
形
成
し
よ
う
と
い
っ
た
試
み
も
釜
石

や
大
船
渡
を
は
じ
め
各
地
で
立
ち
上
が

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
は
ま
さ

し
く
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
、
創
造
的
復

興
と
な
り
え
る
施
策
で
す
」
と
恩
田
参

事
官
は
話
す
。

見
え
て
き
た
産
業
の
再
生

今後の課題及び対応策

復興庁、「復興の状況と取組」（2016年3月）を基に作成

人口減少、少子高齢化が進む中において、自立的で、持続可能性の高
い、活力ある地域経済を再生するため、復興のステージの移行を踏ま
えつつ、産業・生業の再生に政府一丸となって取り組む。

1. 観光の振興

広域観光周遊ルート形成をはじめとするインバウンド促進や東北
の魅力を国内外に発信する取組等、地域の自然・歴史文化・食等
の資源を活かし、関係省庁で連携して東北の観光復興の取組を一
層推進する。

水産加工業について、販路の回復・新規開拓等の取組を支援する。

仮設店舗から本設店舗への移行や商業施設整備を支援し、商店街
の再建、まちのにぎわいの再生を図る。

被災地域企業の経営課題等の解決を図るため、支援提案企業との
マッチングを開催する。（これまで14回開催。148件※の連携事業
が成立。）                               ※2014年度までに開催した10回の成果

新商品開発、販路開拓、事業計画策定等の事業化に向けた実務支
援を行う。（これまで39件の支援を実施。）            （2016年3月現在）

被災地における事業者の先導的な成功事例や創造的
な取組を紹介する事例集を作成する。（2012年度以
降、毎年作成。）

2. 水産加工業の再生

3. 商店街の再生

4. 地域復興マッチング「結の場」

5. ハンズオン支援事業

6. 事例集の作成

主な復興整備事業進捗MAP

独立行政法人都市再生機構、「復興への取組み」（2017年1月1日）を基に作成

東北の復興･創生特集

岩手県、宮城県、福島県の3県で「民間住宅等用宅地」は19,385戸
（防災集団移転促進事業8,764戸、土地区画整理事業10,130戸、漁
業集落防災機能強化事業491戸）、「災害公営住宅整備事業」は合計
30,108戸の整備が進んでいる（復興庁、「公共インフラの本格復
旧・復興の進捗状況」（2016年9月末時点））。本頁ではそのうち地
方自治体が独立行政法人都市再生機構に業務を委託した事業のみ
図示した。
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震
災
時
に
沿
岸
部
を
中
心
と
し
て
地

震
、
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
。
北
部
の
三
陸
地
域
沿
岸
は
リ

ア
ス
式
海
岸
で
、
津
波
が
減
衰
せ
ず
、

む
し
ろ
波
高
を
高
め
な
が
ら
来
襲
。
一

方
、
南
側
の
仙
台
湾
南
部
地
区
に
は
砂

浜
、
平
地
が
広
が
り
、
津
波
は
内
陸
ま

で
押
し
寄
せ
た
。
県
は
そ
の
年
の
十
月

に
震
災
復
興
計
画
を
策
定
。
そ
の
な
か

で
示
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
地
形
的
な

特
徴
や
震
災
教
訓
を
踏
ま
え
た
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
宮
城
モ
デ
ル
の
構

築
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
。

　

宮
城
県
土
木
部
復
興
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
の
丹
治
一
也
室
長
に
お
話
を
聞
い

た
。「
高
台
移
転
、
職
住
分
離
、
多
重
防

御
に
よ
る
大
津
波
対
策
を
中
心
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
時
点
で

の
最
重
要
課
題
は
、
被
災
者
の
生
活
再

建
に
向
け
た
恒
久
的
な
住
ま
い
の
早
期

確
保
。
今
年
度
中
に
災
害
公
営
住
宅
は

約
九
割
、
民
間
住
宅
用
の
宅
地
は
八
割

を
整
備
、
来
年
度
中
に
は
概
ね
完
了
す

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

推
進
室
が
い
ま
注
力
し
て
い
る
の
は

「
事
業
の
進
捗
に
伴
い
顕
在
化
し
て
く

る
新
た
な
課
題
へ
の
き
め
細
か
な
対

応
」
だ
。
推
進
室
の
現
在
の
業
務
は
、

震
災
直
後
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策

定
や
基
幹
事
業
の
事
業
化
に
向
け
た
市

町
支
援
な
ど
の
骨
格
的
な
取
組
み
と
は

だ
い
ぶ
様
子
が
異
な
っ
て
き
て
い
る
と
、

事
例
を
あ
げ
て
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
県
全
体
を
見
る
と
復
興
ま
ち
づ
く
り

は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
で
は
被
災
の
状
況
や
造
成
規

模
な
ど
に
よ
り
、
ま
た
同
じ
市
町
内
で

も
地
区
ご
と
に
進
捗
状
況
は
違
っ
て
い

ま
す
。
当
室
で
は
、
県
全
体
の
復
興
ま

ち
づ
く
り
の
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
遅
れ
て
い
る
地
区
に
対
し
て
は
、

少
し
で
も
復
興
が
前
に
進
む
よ
う
必
要

な
支
援
を
個
別
に
行
っ
て
い
ま
す
」。

　

さ
ら
に
丹
治
室
長
は
こ
う
続
け
る
。

「
ま
た
、
恒
久
的
な
住
ま
い
の
確
保
を

最
優
先
で
進
め
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、

被
災
地
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
産
業
の
再
生
や

雇
用
の
創
出
な
ど
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
当
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
産

業
用
地
の
計
画
立
案
や
事
業
化
な
ど
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
新
た
に
造
成
さ
れ
る
産
業
用

地
な
ど
へ
の
企
業
誘
致
を
支
援
す
る
た

め
、
そ
の
概
要
や
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
最
新
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
産
業
用
地

カ
ル
テ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
公

表
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
的
な
取
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
」。　
　

　

推
進
室
に
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
県
内
の
多
く
の
事
例
が
集
約
さ

向
け
て
こ
う
期
待
を
寄
せ
る
。「
復
興

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
整
備
は
最
盛
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
想
定
外
の
課
題
も
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
局
面
で
無
駄
な
投
資
を
避
け
、
工

夫
を
凝
ら
し
た
提
案
を
し
て
い
た
だ
け

る
の
は
、
や
は
り
優
れ
た
技
術
力
、
施

工
力
を
有
す
る
建
設
業
界
で
す
。
一
日

も
早
い
復
興
の
実
現
に
向
け
、
基
盤
整

備
を
し
っ
か
り
仕
上
げ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま
す
」。

　　

朝
六
時
、
石
巻
の
魚
市
場
に
サ
イ
レ

ン
が
響
き
、
威
勢
良
く
セ
リ
が
始
ま
る
。

「
石
巻
の
水
揚
は
震
災
前
の
八
割
に
ま

で
な
り
ま
し
た
。
現
時
点
で
量
は
多
少

減
っ
て
い
ま
す
が
、
み
ん
な
で
魚
の
鮮

度
や
品
質
を
高
め
る
工
夫
を
し
て
、
消

費
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
で
金
額
的

に
も
回
復
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は

石
巻
魚
市
場
㈱
の
志
摩
喜
代
一
専
務
だ
。

東
洋
一
の
漁
業
拠
点
と
謳
わ
れ
た
石
巻

漁
港
は
震
災
で
完
全
に
崩
壊
し
た
が
、

一
昨
年
九
月
に
全
長
八
八
〇
㍍
に
お
よ

ぶ
世
界
レ
ベ
ル
の
閉
鎖
式
水
揚
棟
と
し

て
再
興
し
た
。

　

放
射
能
に
関
連
す
る
風
評
被
害
も
終

細
や
か
な
課
題
に

対
応
し
市
や
町
の

望
み
を
叶
え
る宮城県土木部

復興まちづくり推進室
室長

丹治一也
Kazunari Tanji

新
た
な
ニ
ー
ズ
に
目
を
向
け
る

平地が少ない県北エリア（気仙沼市〜石巻市北部）は高台移転・職住分
離を行い、平地が広がる県南エリア（石巻市南部〜山元町）では多重防
御施設の整備により災害に強いまちづくりを行う。（提供：宮城県）

各地で進む
創造的復興

まちづくり

宮城県の新たなまちづくりイメージ

れ
る
。
そ
う
し
た
事
例
や
そ
の
背
景
に

隠
れ
て
い
る
課
題
を
市
町
に
提
供
し
、

効
果
的
・
実
効
的
な
検
討
を
促
す
。「
被

災
市
町
に
細
や
か
に
目
を
配
り
、
浮
か

び
上
が
っ
た
課
題
を
ひ
と
つ
ず
つ
ク
リ

ア
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
」。
復
興
後
の
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
も
見
据
え
な
が
ら
丹
治
室

長
は
話
す
。

　

被
災
市
町
で
は
、
各
地
で
ま
ち
び
ら

き
や
宅
地
の
引
き
渡
し
が
始
ま
っ
て
い

る
。
丹
治
室
長
は
、
震
災
直
後
の
道
路

の
啓
開
、
仮
設
住
宅
の
建
設
、
そ
し
て

そ
の
後
に
続
く
大
規
模
な
復
興
工
事
な

ど
建
設
業
界
の
支
援
と
協
力
な
く
し
て

こ
れ
ま
で
の
東
北
復
興
は
な
か
っ
た
と

し
な
が
ら
、
な
お
復
興
・
創
生
期
間
に

「
確
認
」か
ら「
証
明
」へ

東北の復興･創生特集 まちづくり

2017年1月、野蒜北部
の集団移転地内に完成し
た「宮野森小学校」。1年
生から仮設のプレハブ校
舎で学んできた小学生が
新校舎での思い出を作れ
るように、急ピッチで建
設が進められた。

宮城県東松島市は沿岸の野
の び る

蒜地区を中心に
甚大な津波被害を受けた。野蒜北部の丘陵
地を造成し、高台へと集団移転をすること
で、新たなまちづくりを行っている。

住宅エリア

工場
鉄道

工場 農地

道路
多重防御施設

防潮堤

防災緑地・
防災林

産業・農地エリア

レベル 1
津波

多重防御イメージ

住宅エリア

道路
防潮堤

避難ビル・
工場 レベル 1

津波
高台移転・職住分離イメージ

産業エリア
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復
興
道
路
、
復
興
支
援
道
路
の
開
通

も
目
処
が
立
っ
て
き
た
。
昨
年
十
月
、

八
区
間
、
約
六
五
㌔
㍍
の
開
通
見
通
し

が
新
た
に
確
定
し
、
全
長
五
五
〇
㌔
㍍

の
う
ち
五
〇
三
㌔
㍍
、
約
九
割
の
区
間

で
開
通
、
開
通
予
定
が
公
表
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。「
開
通
見
通
し
の
明
示
は
、

政
府
一
丸
と
な
っ
て
あ
と
五
年
頑
張
る

ぞ
と
い
う
意
気
込
み
の
表
れ
で
す
」
と

語
る
の
は
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備

局
の
渡
邉
泰
也
企
画
部
長
だ
。「
約

二
五
〇
㌔
㍍
は
す
で
に
開
通
し
て
お
り
、

ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
と
い
っ
た
構
造
物
の

建
設
も
概
ね
八
割
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

復
興
・
創
生
期
間
に
や
れ
る
こ
と
は
す

べ
て
や
り
き
ろ
う
と
い
う
意
思
を
明
確

に
し
ま
し
た
」。

　

道
路
の
整
備
は
経
済
振
興
の
要
に
な

る
。
東
北
へ
の
企
業
立
地
が
進
む
な
か
、

港
湾
、
空
港
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
こ
と
で
人
と
モ
ノ
の
流
れ
が
変

わ
る
。
例
え
ば
、
漁
業
施
設
は
復
旧
し

た
が
、
魚
を
東
京
ま
で
運
ぶ
の
に
一
晩

で
い
け
る
の
か
、
一
日
半
か
か
る
の
か

に
よ
っ
て
、
扱
え
る
魚
種
、
量
が
変
わ

息
し
つ
つ
あ
る
。
震
災
直
後
か
ら
仮
設

施
設
で
最
新
の
放
射
能
検
査
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
二
重
、

三
重
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

「
風
評
被
害
は
収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
『
収
ま
っ
た
』
と
い
う
こ
と

も
風
評
に
す
ぎ
な
い
。
石
巻
の
魚
は
安

全
で
品
質
も
最
高
だ
と
い
う
事
実
を
広

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と

志
摩
専
務
は
言
葉
に
力
を
込
め
る
。

　

そ
の
放
射
能
検
査
の
意
味
合
い
が
以

前
と
は
変
化
し
て
き
た
と
こ
う
説
明
す

る
。「
震
災
後
は
汚
染
度
合
い
を『
確
認
』

経
済
、観
光
復
興
の
要

と
な
る
道
路
整
備

す
る
た
め
に
調
べ
て
い
た
。
最
近
は
安

全
の
『
証
明
』
と
い
う
意
識
に
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
国
の
線
量
基
準
よ
り
も

厳
格
な
独
自
規
格
を
設
定
し
て
い
ま
す

が
、
引
っ
か
か
る
魚
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

石
巻
の
魚
は
信
頼
を
取
り
戻
し
た
。

　

新
し
い
水
揚
棟
は
水
産
加
工
会
社
、

造
船
業
、
建
設
業
を
は
じ
め
多
く
の
事

業
者
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
志

摩
専
務
は
話
す
。「
立
派
な
護
岸
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
方
で
魚
が

繁
殖
す
る
藻
場
の
形
成
に
想
定
以
上
の

時
間
が
か
か
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
環
境
に
優
し
い
魚
が
喜
ぶ
よ
う

な
護
岸
の
開
発
に
期
待
し
ま
す
。
そ
う

し
た
気
概
を
礎
に
ロ
マ
ン
の
あ
る
工
事

を
し
て
い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」。

石
巻
の
魚
の

品
質
と
安
全
性
を

全
国
に
広
め
て
い
く

石巻市水産物地方卸売市場
石巻魚市場株式会社
専務取締役

志摩喜代一

放射能検査システムのベルトコンベアーの下には120本の放射能セ
ンサーが設置されている。このコンベアーの上に1匹ずつ魚を載せ、
放射能の数値を測定。検査は魚種、海域毎に毎日行われている。

石巻魚市場は国内最大級の地方卸売市場として水産業の活性化を支えている。

Kiyokazu Shima

産業復興が魅力ある
まちづくりにつながる

まちを結び
経済振興を支える

復興道路

東北の復興･創生特集 復興道路

2015年11月に開通した岩手県釜石市内の
復興道路。これまで険しい山道でしかつな
がっていなかったまちとまちが、この道路
の開通により最短距離で結ばれた。
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福島北JCT

（仮）霊山

（仮）阿武隈
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（仮）相馬

国道4号

国道45号

東北自動車道

国道45号

志津川

三滝堂

福
島
県

宮
城
県 岩 手 県

三陸沿岸道路359km
震災後新規区間148km

宮古盛岡横断道路（宮古〜盛岡）66km
震災後新規区間35km

東北横断自動車道
釜石秋田線

（釜石〜花巻）80km
震災後新規区間
17km

東北中央自動車道
（相馬〜福島）45km
震災後新規区間23km

国土交通省
東北地方整備局
企画部長

渡邉泰也
Yasunari Watanabe

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
完
成
が

復
興
・
創
生
を

加
速
さ
せ
る

っ
て
く
る
。
自
動
車
工
場
が
稼
働
を
始

め
、
車
の
搬
送
に
は
陸
送
だ
け
で
は
な

く
、
船
運
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

港
湾
、
空
港
を
結
ぶ
道
路
整
備
に
対
す

る
地
元
事
業
者
の
期
待
は
大
き
い
。

　

さ
ら
に
、
渡
邉
企
画
部
長
は
、
東
北

が
有
す
る
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
非

常
に
高
い
と
、
道
路
開
通
の
も
う
一
つ

の
意
義
を
こ
う
語
る
。「
温
泉
、
祭
り
、

そ
し
て
海
山
の
絶
景
。
東
北
に
は
豊
か

な
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
観

光
復
興
元
年
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ

た
。
と
こ
ろ
が
大
都
市
か
ら
は
遠
い
の

で
な
か
な
か
来
て
い
た
だ
け
な
い
悔
し

さ
が
あ
り
ま
す
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
完
成
す
れ
ば
、
状
況
が
一
変
し
、
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
さ
ら
に
高
ま
る
で

し
ょ
う
。
多
く
の
方
々
が
東
北
に
来
ら

れ
る
こ
と
は
大
き
な
経
済
効
果
に
つ
な

が
り
、
東
北
の
復
興
・
創
生
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」。

　

三
陸
沿
岸
道
路
に
沿
っ
た
日
本
一
広

大
な
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
や
、
名
勝
浄
土

ヶ
浜
を
擁
す
る
宮
古
地
域
を
訪
れ
る
観

光
客
は
震
災
前
の
水
準
に
戻
っ
た
。
来

年
に
は
宮
古
〜
室
蘭
間
の
フ
ェ
リ
ー
も

就
航
予
定
だ
。
海
、
空
、
陸
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、
観
光
拠

点
を
結
ぶ
周
遊
ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
れ

ば
、
観
光
誘
致
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
と
、
渡
邉
企
画
部
長
は
意
気
込

ん
で
い
る
。

　

道
路
整
備
を
加
速
さ
せ
た
の
は
、
事

業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連
携
）
を
は
じ

め
と
す
る
新
た
な
手
法
で
取
り
組
ん
で

き
た
成
果
だ
と
渡
邉
企
画
部
長
は
説
明

す
る
。「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
業
界
の
ト
ッ
プ
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
日
建
連
の
会
員
企
業
が

中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
こ
と
が
や
は

り
大
き
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
を
は
じ
め
、

新
し
い
技
術
も
展
開
し
て
い
た
だ
き
ま

ま
ち
づ
く
り
の

夢
に
寄
り
添
う

岩手県花巻市「花巻温泉」
（花巻温泉 ホテル紅葉館 露天岩風呂）

岩手県宮古市「浄土ヶ浜」

宮城県仙台市「仙台七夕まつり」

福島県相馬市「霊山」

2010

250
（％）

2014201320122011 2015（年）
0

200

150

100

50

2010年を100とした場合の指数

全国
青森県
岩手県
山形県

東北6県
宮城県
秋田県
福島県

73.3％ 秋田県

50.5％ 福島県

100.9％ 東北6県

235.1％ 全国

183.0％ 青森県

117.4％ 岩手県
109.7％ 山形県
100.9％ 東北6県
97.7％ 宮城県
73.3％ 秋田県

50.5％ 福島県

東北地域における外国人延べ宿泊者数の推移（県別）

国土交通省東北運輸局、「平成27年宿泊旅行統計調査（速報値）」（2016年3月）を基に作成

路線名 計画延長 供用中 事業中 震災後新規

三陸沿岸道路 359km 167km 192km 148km

宮古盛岡横断道路 66km 24km 42km 35km
東北横断自動車道
釜石秋田線 80km 63km 17km 17km

東北中央自動車道 45km 0km 45km 23km

合計 550km 254km 296km 223km

復興道路・復興支援道路の総延長550km
震災後新規区間223km（41％）

※2016年10月30日時点

復興道路・復興支援道路進捗MAP

事業中

供用中

調査中

事業中（H23補正新規）

事業中（H25新規）

4車線化計画区間

現道活用区間

東北の復興･創生特集 復興道路

2016年10月、登米志津川道路（三滝堂IC〜志津川IC）が開通。宮城
県南三陸町のまちづくりや水産業の支援につながると期待される。

（提供：国土交通省東北地方整備局）

2015年の東北6県における外国人延べ宿泊者
数が、東日本大震災前の数値まで回復した。東
北観光を世界に向けてプロモーションしていく
共通のロゴマーク作成や、全世界に向けた観光
宣伝キャンペーンを行うなど、さらなるインバ
ウンド促進を図る取組みが行われている。

国土交通省東北地方整備局、3.11復興道路・復興支
援道路情報サイト「復興道路・復興支援道路の概要」

（2016年10月30日）を基に作成
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し
た
。
今
後
も
そ
の
機
動
力
、
技
術
力

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」。

　

一
方
、
復
興
・
創
生
期
間
に
入
り
、

道
路
の
整
備
事
業
も
以
前
と
は
異
な
る

局
面
を
迎
え
て
い
る
。
交
通
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
は
東
北
の
ま
ち
づ
く
り
の
ベ
ー

ス
と
な
る
事
業
だ
。「
例
え
ば
、
市
町
や

県
、
さ
ら
に
土
地
の
所
有
者
や
市
民
の

想
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
そ
の
希
望

に
沿
っ
た
道
路
を
整
備
す
る
、
そ
う
し

た
調
整
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
た
め
、
復
興
を
加
速
す
る
一
方
で
、

地
域
に
密
着
し
た
説
明
会
や
見
学
会
の

開
催
、
工
事
進
捗
の
情
報
発
信
、
建
設

会
社
に
よ
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
展
開
な
ど
、

地
域
・
住
民
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。」。

　

や
や
も
す
る
と
、
い
つ
い
つ
ま
で
に

復
興
道
路
を
開
通
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ

と
の
み
が
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
う
懸

念
が
あ
る
。
そ
こ
に
個
人
が
暮
ら
し
、

家
庭
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
復
興
に
向

け
た
夢
を
抱
い
て
い
る
。
そ
の
希
望
に

可
能
な
限
り
応
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
、

渡
邉
企
画
部
長
は
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

た
。「
全
国
の
皆
さ
ん
に
東
北
を
訪
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
東
北

が
こ
こ
ま
で
元
気
に
な
っ
た
こ
と
を
実

感
す
る
と
同
時
に
、
ま
だ
道
半
ば
で
あ

る
こ
と
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。
震
災
は
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
国
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
復

興
・
創
生
を
さ
ら
に
力
強
く
前
に
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

日建連主催による地元の高校生を対象とした現場見学会が開催された。着実に道路の
復興が進む姿を見た高校生は、希望が持てる将来に向かっていることを実感した。

道路ネットワークが構築されることで、被災地の基幹産業の輸送効率向上につながる。

元気になった東北の姿を
全国の方 に々見てほしい

　

復
興
・
創
生
期
間
を
迎
え
た
東
北
の
現

場
で
は
、
発
注
時
期
が
収
束
し
、
ま
さ
に

施
工
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
る
と
話
す
の

は
日
建
連
東
北
支
部
の
竹
浪
浩
支
部
長
だ
。

「
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
や
、
恒
久
住
宅

と
い
っ
た
生
活
基
盤
を
、
ど
ん
ど
ん
『
造

る
』
と
い
う
段
階
で
す
。
そ
れ
は
新
し
い

東
北
を『
創
る
』と
い
う
こ
と
。
い
ま
や
復

興
事
業
全
体
で
『
加
速
』
を
こ
と
さ
ら
意

識
す
る
局
面
に
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

自
治
体
か
ら
は
や
は
り
一
日
も
早
く
と
い

う
強
い
要
望
が
あ
る
。
個
別
に
、
真
摯
に

対
応
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
」。

　

福
島
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
整
備
計
画

も
動
き
出
し
て
い
る
。
今
後
、
復
興
の
軸

足
を
福
島
に
移
す
時
期
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
。「
こ
の
地
に
住
民
の
帰
還
を
促
す

に
も
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
き
ち
ん
と
伸
ば
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
福
島
の
復
興

無
く
し
て
東
北
の
復
興
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
〇
二
〇
年
の
東
京
五
輪
に
は
海
外
か
ら

多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
。
世
界
か
ら
見
れ

ば
福
島
は
東
京
の
隣
で
す
。
そ
の
時
、
福

島
の
再
興
を
ど
こ
ま
で
見
て
い
た
だ
け
る

か
、
残
さ
れ
た
時
間
は
そ
う
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
」。
竹
浪
支
部
長
は
近
い
将
来
を

見
据
え
て
い
る
。

　
「
ど
ん
ど
ん
造
る
」
時
期
に
あ
っ
て
、
そ

の
主
戦
力
と
な
る
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
が
課
題

に
な
る
。「
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
適
正
な
労
務
賃
金
、
休
日
の
拡

大
と
い
っ
た
労
働
環
境
の
改
善
や
、
女
性

の
活
躍
を
促
す
取
組
み
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
工
事
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
各
現

場
で
は
す
で
に
生
産
性
向
上
、
省
人
化
を

目
的
に
生
産
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
化
、

の
導
入
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
」。

　

昨
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
復

心
だ
ろ
う
。
こ
の
五
年
あ
ま
り
、
建
設
業

界
は
ま
さ
に
東
北
で
数
々
の
力
戦
を
繰
り

広
げ
て
き
た
。「
東
北
の
復
興
は
第
三
コ

ー
ナ
ー
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。
ラ
ス
ト

ス
パ
ー
ト
の
心
構
え
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」。
竹
浪
支
部
長
は
復
興
・
創
生
期

間
に
向
け
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

　

復
興
の
果
実
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
き

た
。
し
か
し
創
生
に
向
け
た
道
程
は
半
ば

だ
。
今
も
東
北
の
至
る
と
こ
ろ
で
、
雪
混

じ
り
の
寒
風
に
日
建
連
会
員
企
業
の
社
旗

が
は
た
め
い
て
い
る
。
国
、
建
設
業
界
、

そ
し
て
被
災
地
は
一
体
と
な
り
、
渾
身
の

力
を
込
め
て
総
仕
上
げ
に
挑
ん
で
い
る
。

日建連
東北支部長

竹浪 浩
Hiroshi Takenami

集
中
復
興
期
間
で

培
っ
た
知
見
・

成
果
を
す
べ
て

活
か
し
て
い
く

 「
ど
ん
ど
ん
造
る
」

そ
し
て「
創
る
」　

建
設
業
界
の
働
き
方
を

改
革
す
る
　

興
加
速
化
会
議
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
事
業

方
針
は
、
い
み
じ
く
も
竹
浪
支
部
長
の
言

葉
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
国
交
省

が
新
た
に
立
ち
上
げ
た
「
東
北
復
興
働
き

方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
の
拡
大
、
入
札
前
提
出
書
類
の
削

減
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、

そ
し
て
技
術
者
、
技
能
者
の
研
修
機
会
の

充
実
の
四
本
柱
で
構
成
さ
れ
る
。
建
設
業

界
全
体
が
内
包
す
る
根
本
的
な
課
題
に
対

峙
す
る
こ
と
で
、
東
北
の
復
興
・
創
生
を

力
強
く
推
し
進
め
る
覚
悟
の
表
れ
だ
。

　
「
建
設
業
界
は
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た

事
業
促
進
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｃ
Ｍ
方
式
と
い
っ
た

制
度
的
な
改
革
を
経
験
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
防
災
、

そ
し
て
ゼ
ネ
コ
ン
に
対
す
る
意
識
も
戦
前

と
は
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

復
興
・
創
生
期
間
で
こ
れ
ま
で
の
そ
う
し

た
知
見
、
成
果
を
糧
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
日
建
連
会
員
企
業
は
そ
の
推

進
役
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
」。
竹
浪
支
部
長
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
「
戦
前
」
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
無
意
識
の
う

ち
に
「
震
災
前
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
本

集
中
復
興
期
間
の

知
見
を
糧
に
創
生
へ

復
興
・
創
生
期
間
を
迎
え
た

日
建
連
の
決
意

東北の復興･創生特集
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